
2005 年度苗名小屋第 2 次雪下ろし報告 

2005 年度苗名小屋第 2 次雪下ろしは、2006 年 1 月 7 日（土）～9 日（月）に実施されました。 

以下の文章は 14 期鈴木氏、30 期宮崎氏の報告を編集したものです。       14 期 鈴木 

 

苗名小屋の雪下ろし２次隊が昨日から明日まで活動中ですが、私は本日安藤さんと日帰りで 

雪下ろしを行ってきました。状況を簡潔に報告いたします。 

詳しくは２次隊リーダー 30 期 宮崎英樹さんが帰京後に小屋ＭＬで報告されることと思います。 

なお、今年は雪が多いですねえ。自衛隊が災害出動を要請されるわけです。 

 

２次隊メンバー 

 7～9 日 宮崎Ｌ(30 期)、笹倉(30 期)、榎本(12 期) 

 7～8 日 村山(34 期)、田中(34 期) 

 8 日    安藤(11 期)、鈴木(14 期) 

         小口さん(14 期)は長野県職員として雪害対応で参加できず。 

         伊藤さん(31 期)は突発の都合により参加できず。 

 

■1/8 日帰り隊の小屋入り状況 

昨夜に新雪が約 40cm 積もり、スキーを履いていても膝が隠れるほど沈みました。 

シールを持参したので短時間に小屋入りできましたが、シールがない場合はゲレンデを出てから 

小屋まで 30 分以上かかったでしょう。 

 

■1/8 16 時過ぎ下山時の状況 

小屋屋根の雪下ろしは終了し、屋根の軒先が見える 

ようになりました。 

下ろした雪を小屋から遠方に運びましたが、 

雪は軒先高さまであり、積雪は 3.5～4.0m ほどです。 

東と西の雪囲いを雪が押している状況です。 

  斜めの主柱は東南の１本の掘り上げがほぼ終わったが 

  他は手付かず。 

踏み固めていないところに雪を運ぶと足をとられて 

腰まで潜りました。メンバーは雪と格闘の状況でした。 

 

 

 

 

30 期宮崎 

2005-2006 年シーズン雪下ろし 2 次隊は無事に下山しました。1/7～9 の 3 日間の活動でした。 

2 次隊が入小屋した 3 日間は「秋山郷が孤立」など、豪雪被害の報道が集中する 3 日間とぴったり 

一致していました。今後、大雪が連続しないことを祈るばかりですが、いずれにせよこの冬は定期的な

雪下ろしが不可欠ですね。 

以下、2 次隊の活動を簡単に報告します。 

■2 次隊： 

7～9 日 宮崎(30 期)、笹倉(30 期)、榎本(12 期) 

 7～8 日 村山(34 期)、田中(34 期) 

 8 日   安藤(11 期)、鈴木(14 期) 

※小口さん(14 期)は長野県職員として雪害対応で参加できず。 

※伊藤さん(31 期)はお子さん(乳児)の急な発熱により参加できず。 

 

 



■活動報告 

・1/7(土) 笹倉・宮崎は 11:30 五八木荘着、車を置かせ 

てもらい、山スキー＆シールで 12:30 小屋入り(到着時 

小屋内気温－７℃)。小屋内準備と昼食。 

村山さん・田中さんは 13:30 入り。 

14 時から４人で作業開始。 

笹倉はいつものごとく屋根担当で南と東を下ろす。 

宮崎は南面雪かき、田中は南東柱堀り、 

村山は北面雪かきを担当。 

16 時榎本さん到着、 

東面雪かき担当。17 時日没終了。 

風はなく終日降雪。 

 

印象としては、とにかく気温が低く、雪はごく最近積もったパウダースノーで底がない感じ。 

あまりにフカフカ過ぎて、雪運び以前に作業の足場を踏み固める動作で疲れてしまう。 

しかし作業自体は短時間だったため運動量は適度、夜はたっぷり 12 時間睡眠でヘルシー。 

 

・1/8(日) 一晩で 60cm の積雪。日中もずっと 

降り続ける(１時間で５～10cm)。 

昨日より少し暖かく感じる(体が慣れたせい？)。 

笹倉は今日も屋根。 

南・東・北面の雪かきと東南柱掘り。 

お昼前に鈴木さんと安藤さんが来て総勢７人になり、 

北面から西面へ手を広げる。 

田中さんは昼過ぎ下山。 

鈴木さん・安藤さん、村山さんは 16 時すぎ下山。 

残る榎本さんと笹倉・宮崎の３人は 16:45 まで作業。 

 

 

今日で屋根の雪はほぼ下ろし終えた。しかし、新雪の深さにもがき、長靴の中が水浸しになり、スコップ

の柄には氷が張り付きしっかり握れない。スノーダンプとスコップのコンビネーションはすばらしい全身

運動だ。ついがんばりすぎた結果、精魂尽きた。今夜の宿泊は３人だが、小屋内気温は最高で＋８℃に

もなり、屋根の雪が自然に落ちた。夜には小降りになる。 

 

・1/9(祝) 快晴。昨夜からの積雪は 10cm ほど。 

北東と北西の柱を掘る。私は北西を担当したが、 

軽い雪を掘り下げていくと、おそらく年末に掘った跡 

が遺跡のようにきれいに現われた。 

その後積もった降雪が次々に降り積もり、気温も 

低かったため雪が締まる暇もなかったのだろう。 

11:30 作業終了後、全員下山。快晴にもかかわらず 

信越線は今日も運休していた。 

 

 

 

 

 

 


